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アンケート専用フォームから、特集や各記
事への意見をお寄せください。あなたの意
見が広報もりおかを育てます。

今月号の
「もりけんに挑戦」は
お休みしました

普段何気なく耳にする町名も、由来を知るともっと盛
岡を好きになるきっかけになりますね。町名由来板を
辿りながら、まち歩きをしてみたいと思います。（津川）

広報もりおかへのご意見をお待ちしています 編集後記
地球環境に配慮
したインキを使
用しています。

土偶とは、縄文時代に作られた人型の焼き物です。人
の姿を誇張や抽象化したものが多く、ある種の精霊を
形にしたものとも考えられています。また、土偶のほと
んどは女性をモチーフとしており、祭

さい
祀
し
の道具として子

孫繁栄や豊作などを願って作られたという説もあります。

　今から約１万2000年～2300年前、
約１万年もの長い期間続いた「縄文
時代」。市内の遺跡や遺物などから、
盛岡の縄文文化を深掘りします。
遺跡の学び館☎635-6600

遮光器土偶とは、目の形が北極圏の人々
が雪の照り返しを防ぐために使うゴーグ
ルに似ていることから名づけられたもの
で、縄文時代晩期の東北地方で作られた
土偶の特色となっています。
昭和59年に手代森小近くの発掘調査で
頭・胴・下肢に分かれた状態で出土した
この遮光器土偶は、復元作業により高さ
31㌢、幅19.1㌢、厚さ9.5㌢と県内最大級
の土偶であることが分かりました。頭に
香炉の蓋のような透かしのある宝冠状の
突起、首にはネックレスのような文様が
あり、頭や胴にはベンガラ（酸化鉄）に
よる朱塗りの痕が確認されています。ま

遮光器土偶（手代森遺跡）県立博物館収蔵

土偶について 岩手県では、全国
最多の6500点以上の土偶
が出土しているんだ！

遺跡の学び館キャラクター
「みっけ」

vol.２

モリオカ
縄文文化

た、中は空洞で、ひも状の
粘土を輪にして積み重ねる
輪
わ
積
づみ
という方法で各部を

作り、後から接続さ
れたと考えられます。
このような良好な状態
を残していることは珍し
く、平成元年に国の重要文
化財に指定されました。

【手代森遺跡】
縄文時代晩期～弥生時代の集落跡。約900個体
の土器や動物形土製品、石器などが出土し、土
偶など祭祀に関するものも多く出土しています。

新型コロナワクチン
秋開始接種のお知らせ
市新型コロナワクチンコールセンター

☎0120-220-489

■対象者と接種時期：初回接種を終え、前回の接種から３
カ月以上経過した人を対象に、次のとおり行います。※国か
らのワクチン
供給などによ
り変更する場
合があります

市のＬＩＮＥ公式ア
カウントはこちら▶

推奨

▶インターネット予約（24時間受付）
URL：https://vc.liny.jp/032018

▶ＬＩＮＥ予約（24時間受付）
市のＬＩＮＥ公式アカウント
「コロナ・災害メニュー」内の「コロナ
ワクチン予約・確認」から

▶電話予約
市新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120-220-489
受付時間：９時～18時
※土曜・日曜・祝日を除く

予約ページはこちら▶

予約方法

推奨

対象者 接種時期
65歳以上の人、12歳以上で基礎
疾患のある人、医療従事者など ９/20㈬～
生後６カ月～11歳の人 ９/25㈪～
12歳以上の全ての人 11/１㈬～

■使用するワクチン：オミクロン株XBB対応１価ワクチン
■接種券：対象者には、９月11日㈪から接種時期に合わ
せて順次発送します。未使用の接種券をお持ちの人は、
お手元の接種券を使用できます。
■接種方法：各医療機関での個別接種。実施医療機関
一覧は接種券に同封するほか、市ホームページにも掲載
しています。※市特設会場での集団接種は行いません

かつて盛岡藩の藩庁や南部家の居城として機能した盛岡城。その建
物のほとんどは明治７(1874)年に失われ、今では石垣や堀を残すのみ
となっています。櫓

やぐら

や門などの歴史的建造物を復元し当時の姿をよみ
がえらせることは、史跡への理解を深め、城下町・盛岡の歴史や文化
を次世代に引き継ぐための有効な手段と考えられます。市は、復元の
ために必要な史資料調査に令和３年１月から取り組んでいます。

歴史的建造物の復元に向けて

盛岡城を探る
市は、盛岡城跡への歴史的建造物の復元に向けた調
査を進めています。その取り組み状況や確認された史
資料について紹介します。
盛岡城復元調査推進室☎613-7956

調査報告～土蔵等調査～

moriokajo@city.morioka.iwate.jp
盛岡城復元調査推進室☎613-7956

　市内には古くからの町家や老舗の商家な
どとともに、多くの土蔵があります。土蔵
は収納のための建造物としてその内部に過
去の文物が多く保管されており、それらの
中には盛岡城に関する史資料が残されてい
る可能性も考えられます。そこで、所有者にご協力をお願いし、内
部の調査に取り組んでいます。
これまで30件以上の土蔵や住宅で史資料調査を実施し、江戸時代

から明治期にかけての古文書
や書簡・建物図面・絵図・屏

びょう

風
ぶ

など、多岐にわたる所蔵品を確
認しています。その中には、復
元にあたり参考となるものや、
地域の歴史を伝える貴重な史
資料もありました。

▲取り組みの
詳細はこちら

▲土蔵を調査している様子

これらは、盛岡藩お抱えの大工棟
とう

梁
りょう

の家系に伝わる絵図です。この調
査では、江戸時代中頃（享保15年）
から明治期までの200点を超える絵
図が確認され、その中には城門（櫓門）
の可能性がある建物図面もありまし
た。盛岡城に関係することが明確に分か
る図面は含まれていませんでしたが、当
時の建築技術や建物意匠を知るうえで
重要な史資料といえます。

これまで多くの皆さんのご協力を得て調査をしてきましたが、復元の直
接的な根拠となる新たな史資料の発見には至っていません。
あなたのご自宅などにも、盛岡城に関する史資料が眠っているかもしれ
ません。土蔵やちょっと気になる
資料をお持ちの人がいましたら、
ぜひ情報をお寄せください。

引き続き情報提供をお願いします！

▲調査で見つかった史資料の一部（意匠などに関する各種図案）

▲城門（櫓門）の可能性が
ある建物図面




